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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

（１）  浜通り地方北部において、土地利用型野菜（ダイコン）産地の維持、強化を図るため、既存の秋

冬ダイコンに加え、収益性の高い作物を導入し、それらを基にした土地利用型野菜の輪作体系の

大規模経営モデルを作成した。

（２）  地域の土地利用型野菜の作付状況から、導入する作付体系は「エンバク野生種(ヘイオーツ)＋

ダイコン」、「バレイショ＋ダイコン」、「ウド」とした。経営モデルは、生産費用(表1)、農業機械等の

条件(表2～3)等を把握、整理したうえで、ダイコンに技術部門が開発した「2粒播種法」及び「収穫

搬送機」を導入して輪作を行う経営を想定して作成した(使用ソフト:FAPS2000 Ver.4.7)。

（３）  大規模経営で導入する輪作体系は、「ヘイオーツ＋ダイコン」、「バレイショ＋ダイコン」、「ヘイオ

ーツ＋ダイコン」、「ウド」の4年輪作とする。この場合、「ヘイオーツ＋ダイコン」体系は他の2倍の

面積となる(表4～５)。

（４）  モデル経営体の土地利用型野菜経営は、基幹(家族)・補助(雇用)各3名(計6名)の労働力等の

条件下において、17.6haまで経営面積を拡大することができる。この場合、上記輪作体系のとおり

「ヘイオーツ＋ダイコン」8.8ha、「バレイショ＋ダイコン」4.4ha、「ウド」4.4haとなり、これによって、粗

収益7,958万円、所得1,882万円となり得る(表5)。

 

２ 期待される効果

（１）  行政及び農業団体等が、地域において育成すべき担い手経営体のモデルとなるとともに、秋冬

ダイコン産地の維持、強化の計画作成ための行政的、普及的な資料となる。

（２）  策定したモデルのような土地利用型野菜経営体を育成することで、地域で増大している耕作放

棄地を減少させる一方策となる。

３ 適用範囲

浜通り地方北部の土地利用型露地野菜（ダイコン）産地

４ 普及上の留意点

 ダイコン収穫搬送機の導入は、収穫作業を軽労化するが、軽労化についての経済性は明確に

評価できていない。軽労化を主眼として開発される農業機械の経済的評価手法が必要である。
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